
イオンの森づくり
～アナログとデジタル、そしてリモートセンシング技術の融合～

２０２０年１１月１９日
公益財団法人イオン環境財団

リモセン技術を活用した持続可能な地域づくり



小売業を中心に日本、中国、アセアン１４か国で事業展開

イオングループの概要



イオングループの概要

小売を中心に多様な事業を展開。お客さまの豊かで便利なくらしに
貢献することを目指す



■イオングループ店舗一例

イオングループの概要



イオンの基本理念

イオンとは、ラテン語で「永遠」

お客さまを原点に平和を追求し、
人間を尊重し、地域社会に貢献する。

●小売業の繁栄は、「平和」の象徴

●小売業は人間同士のつながりを
基盤とする「人間」産業

●地域に根ざし、地域と ともに
発展する「地域」産業



イオン環境財団の事業活動

設立：１９９０年 （平成２年）３０年

活動目的：
平和の追求・人間の尊重・地域社会への貢献という基本理念に基づき、環境活動に対する助成・支援を行うとともに
生物多様性の保全と利用、地球温暖化防止等の活動を自ら行うことにより、地球環境の保全に貢献していくことを目
的とする

助成
・年助成先数 ３,０５９団体
・助成総額 ２７億７,９７７万円

環境教育
・アジア学生交流環フォーラム
・太陽光発電システムの寄贈

・環境展示

パートナーシップ
・アジア各国の大学
・国際環境機関
・ユネスコエコパーク
・一般財団法人リモート・

センシング技術センター

イオンの森づくり
・当財団の植樹本数は１１か国
累計で２２８万本
・イオン全体では１,２１２万本
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イオンの植樹活動

きっかけは？
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日中環境国際シンポジウム

「万里の長城植樹」開始前に
第１回１９９３年、第２回１９９５年、第３回１９９７年に実施
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「どんぐり」から育てた「モウコナラ」の苗木
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「万里の長城植樹」１００万本達成
（２０１０年）

３期１０年間で約１５,０００人の
ボランティアの方々が参加
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「マレーシア植樹」
（２００４年、２００８年、２００９年）

５４,８００本の植樹を実施
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「マレーシア植樹」

２００５年
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２００７年

「マレーシア植樹」
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２００８年

２００４年

「マレーシア植樹」
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「マレーシア植樹」

２０１１年



イオンの植樹活動

15年程度経過した「イオン ふるさとの森」は、鳥類の生息空間へ成長。

イオンモール猪名川（19年経過）イオンモール秋田（25年経過）

イオンモール富士宮（16年経過） イオンモール南風原（13年経過）

＞

隣接する住宅街

イオンのふるさとの森で
観察された野鳥の記録数

1.5～7.5倍

※2017年10月～12月
弊社委託先エスペックミック㈱による調査結果より

イオン ふるさとの森づくり



国産FSC®認証材を使用した店舗
2009年12月、コンビニエンスストアで国内初、100%国産の「FSC®認証木材」店舗を出店。
施工プロセスも含めた建物全体でFSC®認証を取得。
鉄骨を使った従来工法と比べてCO2を30％以上削減が可能に。

工事中の店舗 ミニストップ店舗

※2020年2月末現在 のべ284店舗がFSC認証木材を使用

新たな取り組みとして、国内外の商業施設初となる国産FSC®認証材を使用したリユース
店舗を開店。（2018年1月 埼玉県深谷市）
木材の接合部分にボルトを用い分解や再利用を可能な設計にするなど、建設段階からリユー
スを見越した対応を実施。

ミニストップ
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２０２０年１０月に全国１００カ所で
１０,０００本配布

ＳＮＳで育樹
シーン共有化

苗木の里親プロジェクト

～デジタル活用～



ユネスコエコパークとは
生物圏保存地域（ユネスコエコパーク）は、1976（昭和51）年にユネスコが開始しました。
世界自然遺産が、顕著な普遍的価値を有する自然地域を保護・保全するのが目的であるの
に対し、ユネスコエコパークは、生態系の保全と持続可能な利活用の調和を目的としており、保

護・保全だけでなく自然と人間社会の共生に重点が置かれています。

出典：日本MAB計画委員会
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連携事業

日本ユネスコエコパークネットワーク
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森づくりの事例 宮崎県東諸県郡綾町

自然と共生する照葉樹林都市

綾ユネスコエコパーク



21

綾町
イオンの森づくり

【活動】 ２０１３年～２０１９年
【概要】 ２,０００名のボランティア

１８,０００本植樹

綾町イオンの森全景
植樹地域から伐採された木材で建設された綾

中学校

綾町イオンの森づくり
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綾町イオンの森づくり

植樹終了後
綾中学校視察

ユネスコエコパークセンターでの
環境学習

タブレットを活用し
植樹地調査

～デジタルを活用した環境教育へ～
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リモート･センシング技術活用

・森の健康診断
植樹地の活性度や資源量を調査・可視化

↓
多面的機能を評価、環境教育の実施

・植樹候補地選定
減災に向け、植樹により森林の多面的機能が向上する場所の調査

２０１９年７月

一般財団法人リモート・センシング技術センターと連携協定

人工衛星などに搭載した観測機器（センサ）を使い離れた
位置から地球表面等を観測する技術により植生、土壌・
大気水分量、地表・海面温度、地表面の変位地球環境を

把握するためのさまざまな情報を得ることが可能
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一般財団法人リモート・センシング技術センターとの連携
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一般財団法人リモート・センシング技術センターとの連携



植樹前（２００４年２月） 植樹後（２０１９年３月）

マレーシア植樹地の事例

一般財団法人リモート・センシング技術センターとの連携
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一般財団法人リモート・センシング技術センターとの連携

環境教室

２０１９年８月 イオンモール幕張新都心
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一般財団法人リモート・センシング技術センターとの連携

環境教室

２０１９年１２月 エコプロ（東京ビッグサイト）



（ご参考）「Ｍｉｓｓｉｏｎ１．５」の紹介

https://www.irasutoya.com/

気候変動
対策

https://mission1point5.org/jp
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① 森の健康診断
② 市民参加型のバイオマス調査

研究開発部環境解析グループ 遠藤貴宏
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① 森の健康診断

森の健康診断は、健康度を示す植生指数（NDVI）を面的かつ時系列に
調べることにより，植樹地全域での健康を診断します。
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植樹場所

植樹後（15年後）の衛星画像（2019年3月）

 NDVIが右肩上がりに上昇：植樹
地全域で緑が増えている。

 植樹地全域の健康度が，
2004年以降徐々に上昇し
ていることがわかる。

 分散が小さくなる：草本から木本
へ移行している。

 植樹地範囲で森が均一に成
長していることが分かる。

場所：マレーシア クアラ
ルンプール郊外 Paya
Indah Wetlands  
時期：2004年、2008年、
2009年植樹（合計：
58,155本植樹）

植樹前の衛星画像
（2004年2月）
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① 森の健康診断
国内外各地で実施された、4カ所のイオンの森づくりによる植樹地の健康診断も行いました。
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北海道
知床

北海道
厚真町

東京都
三宅島

中国
北京万里
の長城

植樹地
植樹年度

第一回 第二回 第三回 第四回 第五回

北海道 知床植樹 2002 2003 2004 2005 2006

北海道 厚真町植樹 2015 2016 2017

東京都 三宅島植樹 2009 2010 2011

中国 北京万里の長城植樹 2007 2008 2009 2010

 イオン環境財団が植樹した国内・国外の植樹地において、NDVI値が全て右肩上がりでした。
この結果より、植樹地は健全に成長していると診断します。

 今後は、植樹地の健康診断に加え、植樹候補地の選定に対してもリモートセンシング/GISを
利活用し効果的な植樹事業を支援していきます。
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② 市民参加型のバイオマス調査
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イオン環境財団は、日本ユネスコエコパークネットワークと国内初
となる連携協定を締結しています。

本協定に基づき、｢生態系の保全｣と「持続可能な利活用」の調和
を目指し、

①生物多様性の保全
②持続可能な資源利用と発展
③ユネスコエコパークを利用した環境教育
④ユネスコエコパークの価値と知見の啓発

の4点に関して、日本各地のユネスコエコパークと連携した取り組
みを進めています。

宮崎県綾地域は、東アジアの北限付近かつ日本最
大規模の照葉樹林帯が評価され、2012年7月11日
綾ユネスコパークとして認定されています。

https://www.rinya.maff.go.jp/j/kouhou/kouhousitu/jouhous
hi/pdf/rinya_no65_p04-07.pdf

場所：宮崎県 綾町 通称：イオンの森

面積：約5ha

植樹時期：2013・2014・2015年

樹種：ツブラジイ・シラカシ・クヌギ・ ヤマザクラ・イヌマキ

イオン環境財団は
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イオン環境財団とRESTECは、コロナ禍での新しい
野外環境教育の1つとして、植樹地による炭素蓄

積量の推定（リモートセンシング）ｘ子供たちの環
境教育（教育）とを融合した新しい試みを宮崎県綾
町役場・綾中学校ともに本年12月10日に実施する
予定です。

② 市民参加型のバイオマス調査
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【RESTECの役割は、子供たち向け教材の作成、現地の
先生に使い方の講習および炭素蓄積量の解析】

スマートデバイスに
・樹種マップ
・樹高マップ
・地形マップ

を入れ、林道を歩き、先生の指示により
 指示された木の位置
 樹種
 木の胸高直径
 歩いた軌跡
 葉や樹体の写真

を調査し、スマートデバイスに記録する

子供達が調査してくれた情報を、室内で解析した結果の
検証データとして利用する。

【綾町の子供たち】
（事前学習）

樹高マップ作製

樹冠形状が分かるドローン計測

単木が見えるドローン画像入手

樹種マップ作製

地理院より地形データ入手 地形マップ作製

解析

子供たちの成果
を利活用

炭素蓄積量解析へ

 ICTツールを使う楽しみ
歩いた軌跡の3次元表示/調査結果の地

図表示による環境情報可視化の体験

地球観測と気候変動の概論
地形/地図の読み方
衛星測位の仕組み（ナビゲーション）

（現地調査）

提供
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② 市民参加型のバイオマス調査
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【今後】

 社会に普及しはじめているが、学校、家庭では教える事が難しい、「宇宙から“はかる”科学
技術体系」 ｘ 「野外での自然環境教育」ｘ 「ICTツールの利活用」を融合した、新しい情操教
育の開発普及に、イオン環境財団とRESTECは取り組んでいきます。

【withコロナ時代における子供たちの教育環境変化】

① 屋外で遊ぶ（活動）機会が少なくなった。
② 3密を避けるために、大人数で一緒に活動するイベントは減少している。
③ スマートデバイスやZoom等を用いた教育形式が急速に進み始めた。
④ スマートデバイスの導入は、地域差がある。

【本活動で得らえる効果】

① イオン環境財団として、イオンの森における炭素蓄積量の概算値（ XX Cg/ha）が分かり、気候
変動緩和策としての貢献を数値として表せる。

② イオン環境財団として、withコロナ・DX時代での新しいアクティブラーニング型の環境教育を先
駆けることで他社と差別化できる。

③ 子供達が、タブレットｘ衛星データの利用した環境教育を通して、親が教えられないリモートセ
ンシングでのはかるの仕組みとその情報化に関する知識を得ることで、身近に存在する「はか
る」に気づき、技術と生活との関係に関して概念が深化される。
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21世紀が水と緑の世紀になることを願い

リモートセンシング技術を活用した持続可能な地域づくり
（１）イオンの森づくり
（２）環境教育の実施
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